
 

介
護
保
険
料
改
正
案 い

く
つ
か
の
問
題
点 

介
護
保
険
料

り 、 ２ 月 １ ７ 日

安 八 郡

広 域 連 合 議 会 に

年
度
か
ら
の
介
護
保
険
料
改
定
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。 

２
６
年
度
に
副
議
長
に
就
任
し
た
森
島
正
司
議
員
は
、
久
し
ぶ

り
に
広
域
連
合
議
会
議
員
と
な
り
、
介
護
保
険
料
改
定
に
当
た
っ

て
意
見
を
言
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

生
活
保
護
世
帯
層 

４
２
．
１
％
Ｕ
Ｐ
に
対
し 

所
得
額
５
０
０
万
円
以
上
の
人 

９
．
５
％
Ｕ
Ｐ 

介
護
保
険
料
は
、
低
所
得
者
に
対
す
る
負
担
軽
減
策
と
し
て
、

低
所
得
者
に
は
基
準
額
よ
り
低
く
し
、
高
額
所
得
者
に
は
高
く
設

定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

と
こ
ろ
が
今
回
の
改
正
で
は
、
基
準
額
で
月
額
４
，
８
０
０
円

か
ら
５
，
４
０
０
円
へ
と
１
２
．
５
％
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
が
、

生
活
保
護
世
帯
な
ど
最
も
生
活
の
厳
し
い
所
得
階
層
の
方
た
ち

は
、
１
，
９
０
０
円
か
ら
２
，
７
０
０
円
へ
と
４
２
．
１
％
も
の

大
幅
ア
ッ
プ
に
な
る
一
方
、
年
間
所
得
５
０
０
万
円
以
上
の
高
額

所
得
者
は
８
，
４
０
０
円
か
ら
９
，
２
０
０
円
へ
と
わ
ず
か
９
．

５
％
の
ア
ッ
プ
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。 
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平成２７年度 一般会計予算 

骨格予算理由に 町民の要望実現先送り 

対前年比 マイナス１億３千万円

  

「
入い

る
を
量は

か

り
て
出い

ず
る
を
制せ

い

す
」
で 

「
町
民
負
担
増
」
、
「
要
望
実
現
先
送
り
」

「
厳
し
い
財
政
状
況
」
と
い
う
触
れ
込
み
で
、
町
民
に
負
担
増

を
押
し
付
け
て
、
要
望
実
現
を
先
送
り
し
て
い
ま
す
。 

税
収
面
で
は
、
軽
自
動
車
税
の
増
税
に
よ
る
増
収
や
、
個
人
町

民
税
で
は
名
目
賃
金
上
昇
を
見
込
ん
で
増
額
す
る
一
方
、
法
人
町

民
税
は
法
人
税
減
税
で
減
額
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
本
来
町

が
負
担
す
べ
き
「
街
灯
電
気
代
」
や
「
消
火
栓
維
持
管
理
費
」
を

地
元
に
負
担
さ
せ
て
い
ま
す
。 

一
方
町
民
の
土
木
関
連
の
要
望
は
、
建
設
課
長
の
答
弁
で
も
１

５
０
件
ほ
ど
に
な
っ
て
い
る
の
に
、
「
骨
格
予
算
」
を
理
由
に
ま

っ
た
く
予
算
化
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

森
島
正
司
議
員
は
こ
の
よ
う
に
「
町
民
に
負
担
を
押
し
付
け
、

町
民
要
望
に
背
を
向
け
る
よ
う
な
予
算
は
賛
成
で
き
な
い
」
と
反

対
し
ま
し
た
。 

 

平
成
２
７
年
第
１
回
定
例
議
会 

開
催 

平
成
２
６
年
度
最
後
の
定
例
議
会
で
、
平
成
２
６
年
度
一
般
会
計
で
４
億
円
以
上
も
の
財
源

に
余
裕
が
で
き
た
と
し
て
、
当
初
予
定
し
て
い
た
基
金
取
崩
し
を
中
止
し
、
逆
に
１
千
万
円
以

上
を
基
金
に
積
み
立
て
ま
し
た
。 

一
方
、
平
成
２
７
年
度
一
般
会
予
算
で
は
、
町
長
選
挙
を
控
え
て
骨
格
予
算
と
い
う
こ
と
で

前
年
比
マ
イ
ナ
ス
１
億
３
千
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
土
木
予
算
は
マ
イ
ナ
ス
２
億
３
千

万
円
と
、
多
く
の
町
民
の
生
活
道
路
や
側
溝
整
備
な
ど
の
要
望
が
後
回
し
に
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

仁
木
小
大
規
模
改
修
で 

各
教
室
に
エ
ア
コ
ン
設
置

２
７
年
度
予
算
は
骨
格
予
算
で
は
あ
り
ま
す
が
、
仁
木
小

学
校
の
大
規
模
改
修
工
事
な
ど
大
型
事
業
が
計
画
さ
れ
て

い
ま
す
。 

仁
木
小
学
校
校
舎
は
、
築
３
０
年
を
経
過
し
て
老
朽
化
が

進
ん
で
お
り
、
施
設
を
改
善
し
教
育
環
境
を
整
備
す
る
た

め
、
２
７
・
２
８
年
度
に
か
け
、
総
額
約
４
億
円
か
け
て
施

工
さ
れ
ま
す
。
こ
の
中
で
各
教
室
に
エ
ア
コ
ン
設
置
が
実
現

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

森
島
正
司
議
員
は
、
小
中
学
校
す
べ
て
の
教
室
に
エ
ア
コ

ン
を
設
置
す
る
よ
う
、
２
度
に
わ
た
っ
て
一
般
質
問
で
要
求

し
て
き
ま
し
た
。 

値
上
率
を
全
階
層
同
一
に
す
る
だ
け
で 

更
に
低
所
得
層
の
負
担
軽
減
可
能 

な
ぜ
高
額
所
得
者
を
優
遇
す
る
の
か
。 

森
島
正
司
議
員
が
、
低
所
得
者
も
高
所
得
者
も
同
じ
値
上
率

１
２
．
５
％
と
し
て
試
算
し
て
み
る
と
、
広
域
連
合
と
し
て
の

保
険
料
徴
収
総
額
は
年
間
で
２
４
０
万
円
多
く
な
り
ま
し
た
。

こ
の
金
額
は
、
最
も
低
い
所
得
階
層
４
７
人
分
の
年
間
保
険

料
支
払
額
１
２
２
万
円
の
約
２
倍
と
な
り
、
こ
の
階
層
の
人
た

ち
の
保
険
料
を
免
除
し
て
も
ま
だ
余
り
ま
す
。 

必
要
以
上
の 

基
金
積
立
を
や
め
れ
ば 

保
険
料
値
上
を
抑
え
ら
れ
る 

広
域
連
合
の
「
基
金
」
は
、
３
年
間
で
使
い
切
る
の
が
原
則

で
す
。
し
か
し
２
６
年
度
末
の
基
金
残
高
は
２
，
４
０
０
万
円
。

こ
の
上
に
、
さ
ら
に
４
，
４
０
０
万
円
も
積
み
立
て
る
と
い
う

の
で
す
。 

こ
の
基
金
を
活
用
し
、
積
立
額
を
減
額
す
れ
ば
１
２
．
５
％

も
の
値
上
げ
は
必
要
な
く
な
り
ま
す
。 

森
島
正
司
議
員
は
「
こ
の
よ
う
な
保
険
料
値
上
は
根
拠
が
な

い
」
と
、
強
く
反
対
し
ま
し
た
。
他
の
議
員
は
黙
っ
て
賛
成
す

る
だ
け
で
し
た
。 

 

安
八
郡
広
域
連
合
議
会
で 

 

第
６
期
介
護
保
険
料
決
定 

介
護
保
険
料
基
準
月
額 

４
，
８
０
０

円
か
ら
５
，
４
０
０

円
に 

１
２
．
５

％
の
値
上
げ



旺
盛
な
質
疑
で 

深
め
ら
れ
る
議
案
の
審
議

議
会
は
、
執
行
部
が
提
案
す
る
議
案
に
対
し
て
、
そ
の
議
案
が
主

権
者
た
る
町
民
の
意
向
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
チ
ェ
ッ
ク

し
て
、
賛
成
か
反
対
か
の
意
思
表
示
を
し
、
多
数
決
で
決
定
し
ま
す
。

議
員
は
議
案
の
内
容
を
理
解
し
な
い
で
賛
成
か
反
対
か
の
意
思
表

示
は
で
き
ま
せ
ん
。
執
行
部
の
通
り
一
遍
の
説
明
だ
け
で
理
解
す
る

こ
と
は
困
難
で
、
質
疑
に
よ
っ
て
内
容
を
深
め
る
こ
と
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
。 

殆
ど
の
議
員 

何
も
言
わ
ず 

 

た
だ
賛
成
す
る
だ
け 

下
表
の
よ
う
に
、
過
去
４
年
間
に
議
会
に
提
案
さ
れ
た
議
案
は
予

算
案
や
条
例
の
制
定
・
改
正
案
な
ど
２
７
０
件
あ
り
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
議
案
に
対
し
本
会
議
で
質
疑
を
行
っ
た
の
は
、
森
島
正

司
議
員
１
９
１
回
の
ほ
か
、
田
中
政
治
議
員
２
３
回
、
浅
野
常
夫
議

員
２
回
だ
け
で
す
。
そ
し
て
森
島
正
司
議
員
以
外
の
議
員
は
す
べ
て

原
案
ど
お
り
に
賛
成
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
中
に
は
２
３
年
度
の
国
保
税
の
２
２
．
５
％
も
の
大
増
税
や
、

昨
年
度
の
庁
舎
改
修
に
便
乗
し
た
町
長
室
へ
の
ト
イ
レ
設
置
を
含
ん

だ
工
事
契
約
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

町
民
に
不
利
と
な
る
議
案
に
は
、 

森
島
正
司
議
員

 

き
っ
ぱ
り
反
対

森
島
正
司
議
員
は
質
疑
に
よ
っ
て
町
民
に
異
常
な
負
担
増
と
な
る

こ
と
が
判
明
し
た
も
の
や
、
不
必
要
な
事
業
が
行
わ
れ
る
よ
う
な
議

案
に
対
し
て
は
き
っ
ぱ
り
反
対
し
て
き
ま
し
た
。 

 

  
街頭で訴える森島正司議員 

略 歴 
S20･3 輪之内町で生まれる （70 歳） 

S38･3 大垣工高電気科卒業 

S38･4 中部電力㈱入社 

S62･4 輪之内町議会議員初当選 

H17･3 中部電力㈱定年退職 

H23･5 ７回目町議選当選   現在に至る 

町民の声が届く議会に 

求められる活発な議論 日
本
共
産
党
輪
之
内
支
部
は
、
５
月
１
７
日
投
票
で
実
施
さ
れ
る
町
会
議
員
選
挙
に
、
現
職
の
森
島
正
司
議
員
を
擁
立
し
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。 

誰
も
が
「
住
み
続
け
た
く
な
る
」
ま
ち
づ
く
り
を 

森
島
正
司
議
員
は
、
昭
和
６
２
年
４
月
に
初
当
選
以
来
７
期
２
８
年
間
一
貫
し
て
「
住
民
こ
そ
主
人
公
｣
と
い
う
信
念
の
も
と
、
町
政

が
本
当
に
町
民
の
た
め
に
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
チ
ェ
ッ
ク
し
、
必
要
に
応
じ
厳
し
く
町
政
を
批
判
し
な
が
ら
、
同
時
に
町
民
の
要
望

が
一
つ
で
も
多
く
実
現
す
る
よ
う
全
力
を
注
い
で
き
ま
し
た
。 

 本会議での発言回数 (議案に対する質疑) 及び 議案に対する賛・否 状況 

    23 年度 年間 24 年度 年間 25 年度 年間 26 年度 年間 ４年間 合計 

   提案数 80 議案 提案数 58 議案 提案数 60 議案 提案数 72 議案 提案数 270 議案 

    質疑 賛成 反対 質疑 賛成 反対 質疑 賛成 反対 質疑 賛成 反対 質疑 賛成 反対 

1 上野賢二 0 80 0 0 58 0 0 60 0 0 72 0 0 270 0 

2 浅野常夫 0 80 0 0 58 0 0 60 0 2 72 0 2 270 0 

3 高橋愛子 0 80 0 0 58 0 議長 0 72 0 0 210 0 

4 小寺 強 0 80 0 0 58 0 0 60 0 議長 0 198 0 

5 浅野利通 0 80 0 0 58 0 0 60 0 0 72 0 0 270 0 

6 田中政治 5 80 0 4 58 0 6 60 0 8 72 0 23 270 0 

7 北島 登 議長 議長 0 60 0 0 72 0 0 132 0 

8 森島光明 0 80 0 0 58 0 0 60 0 0 72 0 0 270 0 

9 森島正司 57 69 11 44 50 8 47 51 9 43 53 7 191 223 35 

 

ムダを省けば財源は十分あります。“みんなが

住んでいてよかった、住みたくなる街”を目指

して、町民の要望実現に全力を挙げています。 

☆ 低所得者にとって高すぎる国保

税や介護保険料の引き下げ 

☆ 各小中学校の全教室にエアコン

の設置を 

☆ 保育士の処遇改善で 保育事業の

充実を 

☆ 消火栓の設置、維持管理はすべて

町の負担で 


